
『太

平
広

記
』

訳
注

―
巻

四
百

二
十

「龍
」
三

(上
)
―

太
平
広
記
読
書
会

本
稿

は
前

稿

「
「太

平
広

記
』

訳
注

-

巻

四

百
十

九

「龍

」

二

(下
)

―

」
(
『国
語

国
文

学
研

究
』
第

四
十
六

号

二

〇

一
一
年

)
に
続

き
、

「太

平

広

記
」

の
巻

四

百

二
十

前
半

四
話

の
訳
注

で
あ

る
。

『太
平

広

記
』

は

北

宋

の
初

め
に
編
纂

さ
れ
た

小
説

を
集

め

た
類
書

で
あ

る
。

本
書

は

日
本

の
説
話

文
学

に
影
響

を

与
え

た

こ
と

で
も
知

ら

れ

て
お
り
、

そ

の
訳
注

を

行

う

こ
と

は
今
後

の
中

国
文

学

・
日
本

文
学

双
方

の
研

究

に
資
す

る
と

こ

ろ
が
大

き

い
と
考

え

る
。

ま
た

こ
れ
は
平

成
十

七
年

七
月

十

四
日

よ
り
始

ま

っ
た

「太
平

広
記

』

読

書
会

の
成

果

の

一
部

で
も

あ

る
。
当

読
書

会

は
熊
本

大
学

所
属

の
教

員

を

中
心

に

し

て
、

他
大

学

の
教
員

や
学

生

、
社
会

人

な
ど
、

所
属

の
枠

に

と

ら
わ

れ
ず

広
く
集

ま

っ
た

有
志

に
よ
る
会

で
あ

り

、
今
後

も

『太
平

広

記
」

を

読

み
進

め

て

い
く

予
定

で
あ

る
。

底
本

、
参

考

文

献

、
及

び
字

体

に

つ

い
て
は

「
『太

平

広

記
』

訳
注

-

巻

四
百
十

八

「
龍
」

一

(上
)
―

」

(
『
国
語
国

文
学

研
究

』
第

四
十

三

号

二
〇

〇
八
年

)

に
記

し
た
通

り

で
あ

る
。
作

品
番

号

は
前
稿

の
続

き

と

す

る
。

0
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「倶

名

国
」

〔本

文
〕

「僧

砥

律
』

云

、
佛

住
舎

衛

城

南
方

、

有
邑

名

大

林
。

時
有

商

人

駆

八

牛
到

北
方

倶
名

國

、
有

一
商

人
在
澤

中
牧

牛
。

時
有

離
車

捕
龍

食
之

、
捕

得

一
龍

。
離
車

穿
鼻

牽
行

。
商

人
間

離
車

、

「今

汝

牽
此
龍

何

用
。
」
云

、

「
我

將

殺

而

爲

轍

。
」
商

人

欲

以

一
牛

易

之

。
捕

者

蓮

至

八

牛

、
方

許

。

商
人

即
放

龍
令

去

。
既
而

復
慮

離
車

追
逐

、
復

捕
取

放

別
池

中
。

龍

忽

攣

爲

人
、
謂

商

人

日
、

「
君

施
我

命

、
今

欲

報

恩
。

可
共

入

宮

。

當
報

大

徳

。
」
商

人

答

言

、
「
龍

性
率

暴

、
唄

志

無

常
。

或
能

殺

我

。
」
答

云

、
「
不

爾
。

前

人
繋

我

、
我

力

能
殺

彼

人

。
但

以
我

受

菩

薩

法
、

都
無

殺
心

。
何

況
君

今
施

我
壽

命

、
顧
當

加
害

。
若

不
去

者

、
少
住

此

中
。
我

先
往

掃
除

。
」

商

人

後

入
宮

内

、
見

龍

門
邊

、

二
龍

繋
在

一
庭

。
因

問

、
「
汝

爲

何
被

繋
。
」
答

言
、

「
此
龍

女
半

月
中

、

三
日
受

齋
法

。
我

兄
弟

守
護

此
龍

女

、

不
爲

堅

固

、
爲

離
車

所

捕

。
以

是
被

繋

。
」
龍

女

俄

出
、

呼
商

人

入

宮
坐

實
躰

上

。
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龍
女

言

、

「龍

中

有

食

、
能
書

壽

而

消
者

。
有

二
十

年

消
者

、
有

七

年

消

者
、
有

閻

浮
提

人
食

者
。
未

知
君

欲
何

食

。
」
答

言
、
「
須
欲

閻
浮

提
食

。
」

即

時
種

種
飲

食
倶

備
。

商
人

間
龍

女
、
「
此
龍

何
故

被
繋

。
」
龍
女

言

、
「
此

有

過
、
我

欲

殺
之

。
」
商
人

言
、
「汝

莫
殺

。
」
乃

言
、
「
不
爾
。

要
當

殺
之

。
」

商

人

言

、
「
汝

放

彼
者

、
我

當

食

耳
。
」
復

言

日
、

「
不

得
直

放

之

。
當

罰

六

月
、

擁
置

人
問

。
」

商

人
見

龍

宮

中
、
實

物

荘

嚴
飾

宮

殿

。
即

問

、
「
汝

有
如

是

荘

嚴
、

因

受

菩
薩

何
爲

。
」
答

言

、
「
我

龍
法

有

五
事
苦

。
」

「
何
等

爲

五
。
」

謂
、

「
生

時

、

眠
時
、

婬
時

、
唄

時
、

死
時

。

一
日
之

中
、

三
過

皮
肉

落
地

、
熱

沙

籏

身
。
」
商

言
、

「
汝
欲

何
求

耶

。
」
答

言
、

「
人
道

中
生

。
爲

畜
生

苦

不
知

法

。
故
欲

就

如
來

出
家

。
」

龍
女

即
與

八
餅
金

、

言
、

「
此
金

足
汝

父

母
春
騙

終
身

用

之
不

書
。
」

復

言

、

「汝

合

眼

。
」
即

以

神
攣

持

着

本

國

。
以

八
餅

金

與

父

母
、

日
、

「
此

是

龍
金

。
」
説

、

「
己
更

生
墨

壽
用

之
不

可
蓋

。
」

時
思
念

仁

慈

不
得
不

行
、

暫
救

龍
女

、
恩

報
彌

重

。
況
持

大
齋

、
受

輻

寧

小
。

(出

『法
苑

珠
林

』
)

〔訓
読
〕

し
や
ゑ

『僧

砥
律

」

に
云

ふ
、
仏

の
住

む

と

こ

ろ

の
舎
衛

城

の
南

方

に
、
邑

有

り

名

は
大
林

。
時

に
商

人

有
り

八
牛

を
駆

り

て
北
方

の
倶

名

国

に
到

ら

や
し
な

ん
と

す

る

に
、

一
商

人
有

り

沢

中

に
在

り

て
牛

を
牧

ふ
。
時

に
離

車

有

り

竜

を
捕

ら

へ
て
之
を

食

ら
は

ん
と

し
、
捕

へ
て

一
竜
を

得
。

離
車

鼻

を

穿
ち

て
牽

き
行

く
。

商
人

離
車

に
問

ふ
、
「
今

汝

此

の
竜
を

牽
き

て

た
ん

何

に

か
用

ふ
る
」

と
。

云

ふ
、

「我

将

に
殺

し

て
轍
を

為

さ
ん
と

す
」

と

。

も
と

商
人

一
牛
を
以
て
之
に
易
へ
ん
と
欲
す
。
捕
ふ
る
者

遜
め
て
八
牛
に
至

は
じ

り
、

方

め

て
許

す
。

商

人

即

ち

竜
を

放

ち

て
去

ら

し

む
。

既

に
し

て
復

た
離

車

の
追
逐

せ

ん

こ
と

を
慮

り
、

復

た
捕

へ
取
り

て
別

の
池

中

に
放

つ
。

竜

忽

ち
変

じ

て
人

と
為

り

、
商

人

に
謂

ひ

て
曰
く

、

「君

我

が
命

を

施

せ
ば

、
今

恩

に
報

い
ん

と
欲

す

。
共

に
宮

に
入

る

べ
し
。
当

に
大

徳
し
ん
い

に
報

ゆ

べ
し
」
と

。
商

人

答

へ
て
言

ふ
、
「竜

は
性

率

暴

に
し

て
、
唄
患

し
か

常
無

し
。
或

い
は
能

く

我

を

殺
す

か

」
と

。
答

へ
て
云

ふ
、

「爾

ら

ず

。

前
人

我

を
繋

ぐ
も

、
我

が
力

能
く

彼

の
人
を

殺
す

。
但

だ
我

の
菩

薩

の

み
な

法
を
受
く
る
を
以
て
、
都

殺
す
心
無
し
。
何
ぞ
況
ん
や
君

今

我
が
寿

か
へ

も

ゆ

命
を

施

せ
し

に
、
顧

っ
て
害
を

加

ふ
る

に
当

た
る

か
。
若

し
去

か
ず

ん
ば

、

と
ど

少

し
く
此

の
中

に
住

ま

れ
。
我

先

づ
往

き

て
掃

除

せ

ん
」
と

。

商

人

後

宮

内

に
入

り
、
竜

門

の
辺

を
見

る

に
、

二
竜

繋

が
れ

て

一

な
ん
す

処

に
在
り

。
因

り

て
問

ふ
、

「
汝

為

何

れ
ぞ
繋

が

る
る

や
」
と

。
答

へ
て

言

ふ
、

「
此

の
竜

女

半
月

の
中
、

三
日

斎

法

を
受

く
。

我
が

兄
弟

此

の

竜
女

を
守

護
す

る
も

、
堅

固
為

ら
ず

、
離

車

の
捕

ふ
る
所

と
為

る

。
是
を

以

て
繋

が

る
」

と
。

竜
女

俄

か

に
出

で
、
商

人

を
呼

び

て
宮

に
入

り

て

宝
林

の
上

に
坐

せ

し
む
。

竜

女
言

ふ
、

「
竜

中

に
食

有

り
、
能

く

寿
を

尽
く

し

て
消

ゆ
る
者

な
り

。

え
ん

ぶ

だ
い

二
十

年

に
し

て
消

ゆ
る
者

有
り

、
七

年

に
し

て
消

ゆ
る
者

有
り

、
閻

浮
提

の
人

の
食

ら

ふ
者
有

り
。

未
だ

君

の
何

れ

の
食

を
欲

す

る
か
を

知

ら
ず
」

と
。

答

へ
て
言

ふ
、
「
須

ら
く

閻
浮

提

の
食

を
欲

す

べ
し
」
と

。
即

時

種

種

の
飲
食

倶

に
備

は

る
。
商

人

竜

女

に
問

ふ
、

「
此

の
竜

何

の
故

に
繋

と
が

が

る

る
か

」
と

。
竜

女

言

ふ
、

「
此

過
有

り

て
、
我

之

を
殺

さ

ん

と
欲
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カ
な
ら

す

」
と

。
商

人
言

ふ
、
「
汝

殺

す
莫

か

れ
」
と

。
乃

ち
言

ふ
、
「
爾

せ
ず
。

要

ず

当

に
之
を

殺
す

べ
し
」
と

。
商

人
言

ふ

、
「
汝

彼

の
者
を

放

た
ば
、

我

当

に
食

ら

ふ

べ
き

の
み

」
と

。
復

た
言

ひ

て
曰
く

、

「直

ち

に
之
を

放

つ

を

得
ず

。
当

に
罰

す

る
こ
と

六
月

に
し

て
、
人
間

に
損

置
す

べ
し
」
と

。

商
人

竜
宮

中

を
見

る

に
、
宝
物

荘

厳

に
し

て
宮
殿

を
飾

る

。
即
ち

問

ふ
、

「汝

是

の
如

き
荘

厳
な

る
有

り

て
、
因

り

て
菩
薩

を
受

く

る
は
何

為

れ
ぞ

」
と

。
答

へ
て
言

ふ
、

「
我

が
竜

の
法

に
五
事

の
苦
有

れ
ば

な
り

」

な

に

と

。

「何

等
を

か

五
と
為

す

」
と

。
謂

ふ
、

「
生
時

、

眠
時
、

婬
時

、
唄

時

、

た
び

あ
つ

死

時
な

り
。

一
日

の
中

、

三
過
皮
肉

地

に
落

ち

、
熱

沙

身

に
籏

ま

る
」

と

。
商

言

ふ
、
「
汝

何
を

求

め
ん
と

欲
す

る

か
」
と

。
答

へ
て
言

ふ
、
「
人

道

中

の
生
な

り
。

畜
生

と
為

り

て
苦

し
む

は
法
を

知

ら
ざ

れ
ば

な
り
。

故

に
如
来

に
就

き

て
出
家

せ

ん
と
欲

す
」

と

。

竜
女

即

ち

八
餅

金

を

与

へ
、
言

ふ
、

「
此

の
金

汝

が

父
母
春

属

の
終

身

之

を

用

ふ

る
も

尽
き

ざ

る

に
足

る
」
と

。
復

た

言

ふ
、

「
汝

眼

を

合

せ
よ
」

と
。

即
ち
神

変

を
以

て
本

国

に
持
着

す
。

八
餅

金
を

以

て
父
母

に

わ
れ

与

へ
、

日

ふ
、

「
此
は
是

竜

金

な
り
」

と

。
説
く

、

「
己

更

生

し

て
寿

を

尽

く
す

ま

で
之
を

用

ふ
る
も

尽
く

す

べ
か

ら
ず
」

と

。

時

に
仁

慈

を
思

念

し
行

は

ざ

る
を

得

ず
、

暫

く
竜

女
を

救

ひ

、
恩
報

い
よ弥

い
よ
重

し
。
況

ん

や
大
斎

を
持

す

る
を

や
、
福

を
受

く

る

こ
と

寧

ぞ
小

な

ら

ん
。

〔語
注

〕

○

『僧

砥
律
」

書

名

。

『摩

詞
僧

祇
律

』

(大

正
蔵

一
四

二
五
)

の
こ
と
。

東

晋

.
仏
駄

蹟
陀

羅
訳

。
釈

迦

入
滅
後

の
根

本
分

裂

に
よ

っ
て
生

じ
た

一

派

で
あ

る
大
衆

部

の
律
蔵

(僧

侶

の
生
活

規
則

や
教

団

の
運
営

規

則
を
記

し

た
典

籍

)
。

こ

の
話

は

『摩

詞

僧

祇
律

』

巻

二
十

二

「
明

雑
践

渠

法
」

に
載

せ
ら

れ

て

い
る
。

た

だ

し
、

『摩

詞

僧

祇
律

』

で
は

主

人
公

の
商

人

は
竜

女

に
も

ら

っ
た
金
を

父
母

に
渡

し

た
後

に
出
家

し

て
お
り

、

こ

の
出

来
事

が
商

人

が
仏
道

の
力

を
知

っ
て
出
家

を
志

す
契

機
と

し

て
記

さ
れ

て

い
る
。

○
舎

衛
城

シ

ラ
ー

ヴ

ァ
ス
テ

ィ
i
。

梵
語

の
轟
く
器

自
の
漢

訳

。

コ
ー
サ

ラ
国

の
中
心

地

で
、

現
在

の

マ
ー

へ
ー
ト

の
遺

跡
が

そ

の
宮

殿
趾

に
比

定

さ
れ

て

い
る
。
隣

接

し

て
サ
ー

へ
ー

ト

(祇

園
精

舎

)

の
遺

跡

が

あ

る
。
釈

迦

は
か

つ
て
こ

こ
に

二
十

五
年

滞
在

し

て
多

く

の
民
衆
を

教
化

し

た
と

い
う
。

○
大

林

大
林

精
舎

の
あ

っ
た
場
所

か

。
大
林

精
舎

は

天

竺

五
精
舎

の

一
つ
で
、
中

イ

ン
ド

の
毘
舎

離

(ヴ

ァ
イ

シ

ャ
ー
リ

i
)

国

都
城

の
附

近

に
在

っ
た
大

林
中

の
精

舎

の
名
。

釈
迦

が
滞

在

し

て
説

法
を

行

っ
た
と

い
う

。
斉

・
僧

伽
践

陀
羅

訳

「善
見

律
毘

婆
沙

』
巻

十

(大
正

蔵

一
四

六

二
)

に

「
爾
時

佛
住

毘
舎

離
大

林
中

、
於

高

閣
講
堂

中

。
毘
舎

離
者

、
此

是
國

名
也

。

…
…
大

林
中

於
高

閣
講

堂
者

、

此
林
無

人
種

自
然

而
生

、
從

迦
惟

羅
衛

國
連

至

雪
山
、

故
名

大
林

。
高

閣
講

堂
者

、
於

大
林

作
堂

、
堂

形
如

雁

子
、

一
切
具

足
、

爲
佛

作
此

堂
也

。
」

(爾

の
時

仏

毘

と
ど

舎

離

の
大

林

中
、
高

閣

講

堂
中

に
住

ま

る
。
毘

舎

離

は
、

此

は
是

国

の

名
な

り

。
…

…
大
林

中

高

閣

講
堂

に
於

い
て
と
は

、
此

の
林

人

の
種
う

る
無

く
自

然

に
し

て
生

じ
、
迦

惟
羅

衛

国
よ
り

連
り

て
雪
山

に
至

り
、
故

に
大

林
と

名
つ

く

。
高
閣

講
堂

は
、

大
林

に
於

い
て
堂
を

作

る

に
、
堂

の

形

雁
子

の
如

く
、

一
切

且
ハ足

し
、

仏

の
為

に

此

の
堂

を
作

る
な

り
。
)

と
あ

る

。
な

お
毘
舎

離

は
舎
衛

城

の
西
南

西

に
当

た
る

。
○
倶

名

國

未
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詳

。
出

典

の

『法

苑
珠

林
』

は

「
倶
多

國
」

に
作

る

が
、
ど

ち

ら
も
大

正

蔵

で
は
本

話

以
外

に
用

例

が
見

ら

れ
な

い
。

『法

苑
珠

林
」

が

出
典

と

す

る

『摩

詞

僧
祇

律

』
、

ま

た

「僧

祇

律
』

か

ら
本

話

を

引

用
す

る
梁

・
宝

唱
等

「経
律

異
相
』

巻

四
十

三

「
枯
客

」
部

「
商

人
駆

牛
以

贈
竜

女
得

金

奉

親
」

(大

正
蔵

二

一
一
二

)
は

「
倶
移

國

」
に
作

っ
て
お
り
、
慧
琳

=

切

経
音
義

』
巻
七

十
九

「音

経
律

異
相

」

(大

正
蔵

二

一
二
八

)
に
は

「
倶

膨

國

多

胴

反
。

梵
語

西
方

國
名

也
。
」

(倶

移
国

多

胴

の
反

。
梵
語

の

西

方

の
国
名

な
り

。
)

と
あ

る
が
、

や

は
り

本
話

以

外

に

用
例

が
見

ら

れ

な

い
地
名

で
あ

る
。

0

離
車

離

車

毘

(梵

語
ま

9

餌
も

の
略

。
前

述

の
大
林

精
舎

の
あ

る
毘
舎

離

国

の
王
族

の
名

。
慧

琳

『
一
切

経
音

義
』

巻

二
十

五

「
大

般
浬
般
木
経

音
義

」

に

「
毘

舎
離

城

名

。
在
中

印
度

。
正

云

吠
舎

楚

。
周

五
十

里
、

宮
城

周

四
五
里

。
離

車
子

、
正

云
栗

晧
婆

。
王

種

也

。
」

(毘
舎

離

城

の
名
。

中
印

度

に
在
り

。
正

に
吠
舎

贅

と

云

ふ
。

周

五
十

里
、
宮

城

は
周

四
五

里
。
離

車
子

は

、
正

に
栗
晧

婆
と

云

ふ
。
王

種

な

り

。
)
と

あ

る
。

○
菩

薩

菩

提

薩
多

の
略

。
悟

り
を

成

就

し

て
如

来

と

な

る

こ
と

を

目
指

し
修

行

中

の
人
。

「
菩
薩

法

」

は
、
悟

り

を

開
か

ん

と

し

て
行
う

修
行

の
法

、

「菩

薩
行

」

に
同

じ
か

。
菩

薩
行

は

「
波
羅
蜜

」

と

も
言

い
、

布
施

・
持

戒

・
忍
辱

・
精

進

・
禅
定

・
智

慧

の
六
波

羅
蜜

や

、

こ
れ

に
そ

の
助
け

と
な

る
方

便

・
願

・
力

・
智
を

加
え

た
十

波
羅

蜜
な

ど

が
あ

る
。
○

爲
何

「何

爲

」

に
同
じ

。

『史

記
』

巻

三
十
九

「
晋

世
家

」

に

「
楚

得
臣

怒
、

撃
晋

師
、

巫
日
師

退
。

軍
吏

日
、

爲
何

退
。
」

(楚

の
得

臣

な
ん
す

怒

り
、

晋
師

を
撃

ち
、

晋
師

退

く
。

軍
吏

曰
く

、
「
為

何

れ
ぞ
退

く

か
」

と

。
)

と
あ

る
。

『法

苑

珠

林
」

『摩

詞

僧
祇

律
』

は
と

も

に

「
爲
何

事

」

に
作

る

。
○
龍

女

仏
教

に
於

い
て
竜
女

と
悟

り

の
問

題
と

し

て
は
、
『妙

法
蓮

華

経
』

巻

五

「
提

婆
達

多

品

」

(大

正

蔵

二

六

二
)

の
所

謂

「竜

女

成
仏

」

の
話

が
思

い
起

こ
さ

れ
る

が
、

こ

の
話

と

の
直
接

的

な
関
連

性

は

未
詳

。
○

齋
法

八
斎
戒

(
不
殺
生

・
不
楡
盗

・
不
婬

・
不
妄

語

・
不
飲

酒

・
化
粧

や
歌

舞

に
接

し
な

い

・
高

く

ゆ

っ
た
り

し
た
床

で
寝

な

い

・
昼

過
ぎ

に
食
事

し
な

い
)

の
こ
と

。
毎

月

八
日

・
十

四
日

・
十

五
日

・
二
十

三

日

・
二
十
九

日

二
二
十

日

の
六

日
間

、
在
家

の
人

々
が
身
心

を
清

浄

に

保
ち

、

八
斎
戒

を
守

っ
て
善
事

を
行

う

こ
と
を

六
斎

と

い
う

。

こ
こ

で

一

月

に
六

日
と
言

わ
ず

、
半

月

に
三

日
と

い
う
言

い
方

を

す

る
意

図

は
未
詳

だ

が
、

こ

の
こ
と
を

言
う

か

。
○
墨

壽

死

ぬ
ま

で
。

こ

こ
で
は

、
食

べ

物

が

=
疋
期
間

の
後

消
化

し
き

る

こ
と
を

い
う

か

。
○
閻

浮
提

梵

語
言

日
σ
o
匹
く
H冨

の
漢
訳

。
瑛

浮
洲

・
閻
浮

提
牌

波

・
購
部

洲

。
意
訳

し

て
繊
洲

と

い
う

。
須
弥

山

の
南
方

に
あ

る
大

洲

の
名
。

吾

人

の
住

処
を

い
う

。

人

間

界
。

イ

ン

ド

の
事

と
も

い
う

。
○

要

か

な

ら
ず

。
○

濱

置

「
損
」

は
捨

て
る

。
「
損

罰
」

は
仏

教

語

で
戒

律

を

犯

し
た
者

に
加

え

る
刑

罰

な

の
で
、

こ

こ
で
は
罰

と

し

て
人
界

に
流
す

意
。

〇

五
事
苦

未

詳

。
五
種

の
苦

し

み

の
意

か
。
仏

教

語

の

「
五

苦
」
は

生

苦

・
病

苦

・
老

苦

・
死

苦

・

愛

別
離

苦

の
五
種

。
○

一
日
之

中

～
熱

沙

籏
身

コ
ニ
熱

」

の

一
つ
を
言

う

か
。

三
熱

は

「
三
患
」

と
も

言

い
、
竜

の
身

に
と

っ
て
逃

れ
ら

れ
な

い

三
種

の
苦

し

み
。
熱

風
熱

砂

に
身
を

焼

か
れ

る
苦

し
み

、
暴
風

の
た
め
衣

服
を

奪

わ
れ

る
苦

し
み
、

金
翅

鳥

に
捕
食

さ

れ
る
苦

し

み
を

い
う

。
晋

・

法

立
等

訳

『大

楼

炭
経

』
巻

一

「
閻

浮

利

品
」

(大

正
蔵

二
三

)
な

ど

に

詳

し

い
。
○
過

～
回
。

回
数

を
表

す
量

詞
。

江
藍

生

・
曹
広

順

『唐

五
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代

語
言

詞
典
」

(
上
海
教

育
出

版
社

一
九
九

七
年

)

に

「遍

,
劫

量
洞

。
」

と

あ

る
。
○

人
道

本

文

で
は
続

い
て

「
畜

生
」

と
あ

る

の

で
、
六
道

の

一
つ
で
あ

る
人
間

道

に
同

じ
か

。
六
道

と

は
衆
生

が
業

に
よ

っ
て
趣
く

と

こ
ろ

の
世
界

、
或

い
は
そ

こ

で
の
生
存

状
態

。
地

獄
道

・
餓

鬼
道

・
畜

生

道

・
修

羅
道

・
人

間
道

・
天
道
を

い
う

。
○

如
來

既

に
修

行
を

完
成

し

た

人

。
仏

の
こ
と

。
○

餅

金

「
餅

」
は

餅

の
よ
う

に
丸

く

て
薄

く
、

平

ら

か
な

物

の
称
。

○
肺

攣

仏

・
菩
薩

が
衆

生

の
教
化

の
た

め

、
超
人

的

な

力

に
よ

っ
て
種

々
の
姿

や
動
作

を
あ

ら

わ
す

こ
と

。
○
持

着

義

未

詳

。

到

着

す

る

こ
と
を

い
う

か
。

0
思

念

～
寧

小

こ

の
部
分

は

本

来
、

「法

苑

珠

林
』

で

は
割

り
注

に
な

っ
て

い
る
も

の

で
、

『摩

詞

僧
祇

律
』

の
本

文

で

は
な

い
と
思

わ

れ
る
。

○
大

齋

斎
食

を
設

け

、
僧
を

供
養

す

る
大

法

会

。
○

「法

苑
珠

林
』

唐

の
釈

道

世

の
撰

。
全
体

を

百

篇

六
百

六

十

八
部

に
分

け

、
「
述

意

」
と

し

て
趣

旨

を
説

明

し

た
上

で
、
各
種

仏

典

か

ら

故
事

を

テ
ー

マ
別

に
集

め
た
仏

教
類

書

。
こ

の
話

は
巻

九

十

一
「
受
斎

」

篇

「
引

証
」

部

(大
正

蔵

二

一
二

二
)

か

ら
引
用

さ

れ

て

い
る

が
、

そ

こ

で
は

「僧
祇

律
』

を
引

用

し

て

い
る
。

〔訳
文
〕

「僧

祇
律

』

に
次

の
よ
う

な
話

が
あ

る
。

仏

が
お

住

ま

い
で
あ

っ
た

舎

衛

城

の
南

方

に
、
大

林

と

い
う
集

落

が
あ

っ
た
。

あ

る
時
、

商
人

が
牛

を

八
頭
引

き
連

れ

て
北
方

の
倶

名
国

へ
行

こ
う

と

し

て
お
り
、

そ

の
商
人

の

一
人

が
湿
地

に
牛

を
放

し

て
草
を
食

べ
さ

せ

て

い
た

。
ち

ょ
う
ど

そ

の
時

、

在

地

の
王
族

の
者

が
竜

を
食

べ
よ
う
と

一
頭

捕
ま

え

た
。
王

族

は
竜

の
鼻

に
縄
を

通

し

て
引

き
連

れ

て

い

っ
た
。

商
人

が
王

族

に

「今

あ

な
た

は

こ

の
竜

を

引

き
連

れ

て

い

っ
て
ど

う

す

る

つ
も
り

な

の
で
し

ょ
う

か

。
」
と

尋
ね

た
と

こ
ろ
、
王

族

は

「
私

は

こ

い

つ
を
殺

し

て
食

べ

る

つ
も

り
だ

。
」

と
答

え

た
。
商

人

は
牛

一
頭
と

交
換

す

る
よ
う

に
願

い
出

た

が
、
竜

を
捕

え
た

王
族

は
牛

八
頭

ま

で
増

や
し
た

と

こ

ろ
で
、

や

っ
と

交
換

を
許

し

た
。

商
人

は
す

ぐ

に
竜
を

放

し

て
逃

が

し
た

。
し

か
し
王

族

が
後

か
ら
ま

た
捕

ま
え

る

の

で
は
な

い
か
と

心
配

に
な

り

、
再
び

竜
を

捕

ら
え

て
別

の
池

に

離

し

て
や

っ
た

。

す

る
と

竜

は
突
然

人

の
姿

に
変
化

し

、
商
人

に

「
あ

な
た
様

は
我

が
命

を

お
救

い
下

さ

い
ま

し
た

の
で
、
今

御
恩

返

し
を

い
た

し
た
く

思

い
ま
す

。

ど
う

か

一
緒

に
宮
殿

に
お

い
で
下

さ

い
。
き

っ
と
あ

な

た
様

の
偉
大

な

る

徳

に
報

い
ま

し

ょ
う

。
」
と

言

っ
た

。
商

人

が

「
竜

は
性

格

が
粗

暴

で
、

怒
り

が
安

定

し

て

い
な

い
と

い
う

。

私
を

殺
す

こ
と

も
あ

る

の
で
は
な

い

か
。
」
と

尋

ね

る
と

、
竜

は

「
そ

ん
な

こ
と

は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
先

ほ
ど

の
者

は
私

を
縛

り
付

け
ま

し

た
が
、

私

の
力

は
あ

や

つ
を

殺
す

こ
と

は

で

き
た

の
で
す
。

し

か
し
私

は
菩

薩

の
法
を

授

か

っ
て
お

り
ま
す

の
で
、
殺

そ
う

と

い
う
気

持
ち

は
全

く
あ

り
ま

せ

ん

で
し
た

。
ま

し

て
や
あ

な
た

は

我

が
命
を

お
助

け

下
さ

い
ま

し
た

の
に

、
逆

に
危
害

を
加

え

た
り
す

る
こ

と

が

あ

る

で
し

ょ
う

か

。
も

し
何

処

へ
も

行

か

れ

な

い
の

で

し
た

ら

、

少

々
こ
ち

ら

で
お

待

ち

下

さ

い
。
私

は

先

に

戻

っ
て
片

付

け

て
お
き

ま

し

ょ
う

。
」
と

言

っ
た
。

商

人

は
そ

の
後
宮

殿

に
入
り

、
竜

宮

の
門

の
辺
り

を
見

て
み
る
と

、
竜

が

二
頭

一
箇
所

に
繋

が

れ

て

い
た
。

そ

こ

で

「
そ

な
た

は
ど
う

し

て
繋

が

れ

て

い
る

の
か
。
」

と
尋

ね

る
と
、

「
こ
ち

ら

の
竜
女

様

は
半
月

の
内

、

三
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日
は
斎

法
を
受

け

て
戒

律
を

守

っ
て
お
ら

れ
ま
す

。
私

ど
も

兄
弟

は

こ

の

竜

女
様

を

お
守
り

し

て

い
る

の
で
す

が
、
守

り

が
十
分

で
な

か

っ
た
た

め

、

王

族

の
者

に
捕

ら
え
ら

れ

て
し
ま

い
ま

し

た
。

そ

こ
で
繋

が
れ

て

い
る

の

で
す

。
」
と

答
え

た
。

そ

の
時
竜

女

が

突
然

出

て
き

て
、
商

人

を
呼

ん

で

宮

中

に
入
り

、
宝

石

で
飾

っ
た
腰

掛
け

に
座

ら

せ
た

。

竜
女

は

「
竜

に
は

一
定
期

間
経

っ
て
か

ら
消
え

去

る
食

べ
物

が
ご
ざ

い

ま

す
。

二
十

年

で
消
化

す

る
も

の
、
七

年

で
消
化

す

る
も

の
、
人

界

の
者

の
口

に
す

る
も

の
が
ご

ざ

い
ま
す

。
あ

な

た
は
ど

れ
を

御
所

望

で
し

ょ
う

か
。
」

と
言

っ
た

。
商

人
は

「
人

界

の
食

べ
物

を

い
た

だ
き

ま
し

ょ
う

。
」

と

答
え

た
。

す
ぐ

に
様

々
な

飲

み
物

や
食

べ
物

が
ず

ら
り
と

そ

ろ

っ
た

。

商

人

が
竜

女

に

「
こ

の
竜

は
何

故

繋

が

れ
た

の
で

し

ょ
う

か

。
」
と

尋

ね

る
と
、

竜
女

は

「
こ
や

つ
は
過
ち

を
犯

し

お

っ
た

の
で
、
殺

そ
う

と
思

っ

て
お

り
ま

す

。
」
と

言

っ
た
。
商

人

が

「
ど
う

か
殺

し

た
り

な

さ

い
ま

す

な

。
」

と
言

う

と
、

竜
女

は
何

と

「
そ
う

は
参

り
ま

せ

ん

。
ど
う

し

て
も

殺

さ

ね
ば

な

り

ま

せ
ん

。
」
と

言

っ
た
。
商

人

が

「
あ

な

た
が

彼

の
者

を

お
放

し

下
さ

れ
ば

、
私

も

御
馳

走

に
な

る

こ
と

に
致

し

ま

し

ょ
う

。
」

と

言
う

と

、
竜

女

は

「
す

ぐ

に
放
す

こ
と

は

で
き
ま

せ

ん
。
人

界

に
六

ヶ
月

流

請

せ
ね
ば

な
り

ま

せ
ん
。
」
と

言

っ
た
。

商
人

が
竜

宮

の
中
を

見

る
に

、
宝
物

が
厳

か

に
宮
殿

を
飾

っ
て

い
た

。

そ
こ

で
商
人

が

「
あ
な

た

は

こ
の
よ
う

に

ご
立
派

な
も

の
を

お
持

ち

で
す

の
に
、

菩
薩

の
法

を
授

か

っ
た

の
は
何

故

で
し

ょ
う

か
。
」

と
尋

ね

る
と
、

竜

女

は

「
私

ど

も
竜

の
生

き

方

に

は

五

つ
の
苦

し

み

が

ご
ざ

い
ま

す

ゆ

え

。
」

と
答
え

た

。
商

人

「
五

つ
と

は
何

で
す
か

。
」
竜

女

「
生
ま

れ

る
時

、

眠

る
時

、
淫

す

る
時
、

怒

る
時

、
死

ぬ

時

で

ご
ざ

い
ま
す

。

(ま

た
)

一

日

に
三
度

、
皮

や
肉

が
地

に
落

ち
、

熱
砂

が
我

が
身

に
集

ま

っ
て
焼

き

つ

け

る

の
で
す
。
」
商

人

「
あ
な

た

は
何

が

望

み
で
す

か
。
」
竜
女

「
人
間
と

し

て
生
ま

れ

る

こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す

。
畜

生

の
身
と

生

ま
れ

て
苦

し
む

の

は
、

仏
法

を
知

ら

な

い
か
ら

な

の
で
す

。
そ

れ
故

、
如
来

に
お
す

が
り

し

て
出

家

し
た

い
と
思

う

の

で
す

。
」

竜

女

は
す

ぐ

に
八
枚

の
金

を

与
え

、

「
こ

の
金

は

あ
な

た

の
御

両

親

や

御
親

戚

の
方

々
が
終

身

お

使

い
に
な

っ
て
も
使

い
切

れ
ぬ

で

し

ょ
う

。
」

と

言

い
、
重

ね

て

「
眼

を
閉

じ

て
下

さ

い
。
」
と

言

っ
た
。

あ

っ
と

い
う

問

に
神
通

力

に
よ

っ
て
故

国

に
帰
り

着

い
た
。

商

人
は

「
こ
れ
は
竜

の
金

で
す

。
」
と
言

っ
て
、
八
枚

の
金

を

父
母

に
与
え

た

。
そ

し

て

「
私

が

(
死

ん

で
)
更

に
生

き
返

っ
て
死

ぬ
ま

で
使

っ
た
と

し

て
も

、
使

い
切

れ
な

い

で

し

ょ
う

。
」

と
語

っ
た

。

ち

ょ
う

ど
仁

愛

の
心
を

起

こ
し

て
施

さ
な

い
で
は
お

ら
れ
ず

、

か
り

そ

め

に
竜

女

を
救

っ
た
と

こ
ろ

、
報
恩

は

一
層
盛

大

で
あ

っ
た
。

(ち

ょ

っ

と

し
た

善

行

で
も

こ

れ
程

で
あ

る

の
に
、
)

ま

し

て
や
大

法

会
を

挙

行
す

れ
ば

、
福

を
受

け

る
こ
と

が
ど

う

し

て
小

さ

か
ろ
う

か

。

0

17

「程

玄
照

」

〔本

文
〕

繹

玄

照
修
道

於
嵩

山
白

鵠
谷

。
操

行
精

殻
心、

冠
於

緬

流
。
常

願
講

『法

華
経

』
千

遍
、

以

利
於
人

。
既

講
於

山
中

、
錐

近
寒

酷
熱

、
山

林
険

遽

、

而
來

者
伍

漏
講

席
焉

。
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時
有

三
隻

、
眉

髪
皓
白

、

容
状

壊
異

、
慶

心
諦

聴

。
如
此

累

日
、
玄

照

異

之
。
忽

一
旦
、

農
謁

玄
照

日

、
「
弟

子
龍
也

。
各

有

所
任

、
亦

頗
勢
苦

、

已

歴
藪

千
百

年
契

。
得

聞
法

力
、
無

以
爲

報

。
或
長

老
指

使

、
願
敷

微
力

。
」

玄

照

日

、
「
今

葱

陽
経

時

、
國

内
荒

饅

。

可
致

甘

澤
、

以
救

生

露

。
即

貧

道

所
願

也
。
」
三
斐

日

、
「
召

雲
致

雨
、

固
是

細
事

。
但

雨
禁

絶
重

、

不
奉

命

檀
行

、
謙

責
非

細
。

身
首

爲
憂

也
。

試
説

一
計

、
庶

幾

可
 

。
長
老

能

行

之
乎

。
」
玄

照

日
、

「
願
聞

其
説

。
」

三
里

日
、

「
少
室

山
孫

思
遡

虞
士

道

高

徳
重

。
必

能
脱

弟
子

之
禍

。
則

雨

可
立
致

 
。
」
玄

照

日
、
「
貧

道
知

孫

庭

士
之
在

山

也
。

而
不

知
其

所
行

。
又

何
若

此
邪

。
」

三
隻

日
、

「
孫
公

之

仁

、

不
可
診

度
。
着

『千
金

翼
方
」
、
恵

利
濟

於
萬

代

、
名

已
籍

於
帝
宮

。

誠

爲
貴

眞
也

。
如

一
言

救
庇

、
當

保
無

圭
心
。
但
長

老
先

與
之

約

。
如
其

許

諾

、
即

便
奉

依
。
」
即

以
極
護

之
方

、
授

於
玄

照

。

玄
照

詣
思

遡
所

居
、
懇
誠

砥
謁

、
情

禮
甚

謹
。

坐
定
久

之

、
乃

日
、
「
庭

士

以
賢

哲
之

度
、

濟
抜

爲
心

。
今

者
充

陽

、
寸
苗

不
植

、
磁

吸
百

姓
、

焦

枯

若
此

。
仁

哲
之

用
、

固
在

於
今

。
幸

一
開
恩
、

以
救
危

款

。
」

思
遡

日
、

「僕

之

無

堪

、
遁
棄

山

野

、
以

何

功
力

、
濟

於

人

也
。

荷
有

可
施

、
固

無

所

恪

。
」
玄

照

日

、
「
貧

道
昨

遇

三
龍

、
令

其
致

雨
。
皆

云

、

『
不
奉

上

帝

之

命

、
檀

行

雨
者

、
諌

罪

非
輕

。

唯
庭

士

徳

尊

功
大

、
救

之

則
免

。
』

特

布

腹
心

、
仰
希

裁

度
。
」
思

逸
日

、
「
但

可
施

設
、

僕
無

所
惜

。
」

玄
照

日
、

「
既
雨

之

後
、

三
龍

避

罪

、
投

庭
士

後

沼

中

以
隠

。
當

有

異

人
捕

之
。

庭

士

喩
而

遣
之

、
必

得
繹

罪
 

。
」

思
遡

許
之

。

玄
照

蹄
、

見

三
嬰

於

道
左

。
玄

照
以

思
逸

之
旨

示
之

。

三
嬰
約

一
日

一

夜

、
千

里
雨

足
。

於
是

如
期

汎
漉

、
澤

甚
廣

被
。

翌

日
、
玄

照
來

謁
思

遡

。

封
語

之
際

、
有

一
人
骨
状

殊
異

。
径

往
後

沼
之

畔

、
暗
唖

叱
咤

。
斯

須

、

水
結

爲
氷

。
俄

有

三
獺
、

二
蒼

一
白

、
自

池
而

出

。
此

人
以
赤

索
繋

之

、

將
欲

摯
去

。
思

逸

召
而
謂

日

、
「
三
物

之

罪
、

死
無

以
蹟

。
然

昨
者

檀
命

、

是

鄙
夫

之

意
也

。
幸

望

脱

之
、
兼

以
此

誠

上
達

、
恕

其

重

責
也

。
」

此

人

受
教

、

登
時
便

解
而

繹
之

、
携

索
而

去

。

有

頃

、

三
嬰

致
謝

思

逸

、
願

有

所
酬

。
孫

日
、

「吾

山

谷

之

中
、
無

所

用
者

。

不
須
爲

報

。
」
回
詣

玄

照
、

願
陳

力
致
敷

。

玄
照

日
、

「
山

中

一
食

一
柄

、
此

外
無

閾

。
不
須

酬
也

。
」

三
曳

再
爲
請

。

玄
照

因
言

、

「前

山
當

路
、

不
便

往
來

。
却

之

可
否

。
」

三
隻

日

、

「
固
是
小

事

耳
。
但

勿

以
風
雷

爲
責

、

即

可
爲

之

。
」
是

夕

、
雷

窪

震
撃

。

及
曉

開

霧

、
寺

前

諮
然

、
藪

里
如

掌

。
三
嬰

復
來

、
告

謝
而

去
。

思

逸
至

道
、

不
求

其
報

、
尤

爲
奇

特
 

。

(出

『
耐
仙
感

遇

傳
』
)

〔訓

読
〕

せ
い
か
く

し
り
う

釈

玄
照

道

を
嵩

山
白
鵠

谷

に
修

む
。

操
行

精
慧

な

る

こ
と

、
縞

流

に

冠

た
り

。
常

に

『法

華
経

』
を

講
ず

る

こ
と
千

遍

に
し

て
、
以

て
人
を

利

こ

か
ん

け
ん
す
い

せ

ん

こ
と

を
願

ふ
。
既

に
山
中

に
講

ぜ
ば

、
近

寒
酷

熱

、
山
林

険
遽

と
錐

も
、

来

る
者

恒

に
講

席

に
満

つ
。

く
わ
い
い

つ

つ
し

時

に

三
翌

有

り
、

眉
髪

皓
白

、

容

状

壊
異

に

し

て
、
心

を

慶

み

て
諦

か
さ

聴

す
。

此

の
如

く

し

て
日

を

累
ね

、
玄

照

之

を
異

と

す
。

忽

ち

一
旦

、

農

に
玄
照

に
謁

し

て
曰
く

、

「
弟
子

は
竜

な
り

。
各

お

の
任

ず

る
所
有

り

、

へ

亦

た
頗

る
労
苦

す

る

こ
と

、

已

に
数

千
百

年
を

歴

た
り

。
法
力

を
聞

く
を

得

た

る
も

、
以

て
報

い
を

為
す

無

し
。

或

い
は
長

老

指

使

し

、
願

は
く

け
ん
や
う

は
微

力

を

効

さ

ん

こ
と

を

」
と

。
玄

照

曰

く
、

「
今

葱

陽

時

を
経

、

国
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内

荒

饅

す
。
甘

沢

を
致

し

て
、
以

て
生
霊

を
救

ふ

べ
し

。
即

ち
貧

道

の

も

レ
 

願

ふ
所

な
り

」
と

。

三
翌

曰
く

、
「
雲

を
召

し
雨

を
致

す
は

、
固

よ
り
是

は
な
は

ほ
し
い
ま
ま

細

事

な

り
。
但

だ

雨

の
禁

は
絶

だ

重

く
、
命

を

奉

ら
ず

し

て

檀

に
行

は
ば

、
謙
責

せ
ら

る

る

こ
と

細

に
非

ず

。
身

首

憂

ひ
を
為

す

な

り
。

試

こ
ひ
ね
が

み

に

一
計

を

説

か

ん
、
庶

幾

は
く

は

可
と

せ

ら

れ

ん

こ
と
を

。
長

老

能

く

之

を
行

ふ
か
」

と

。
玄

照

曰
く

、

「其

の
説
を

聞

か

ん

こ
と

を

願

ふ
」

と

。

三
由
又
曰
く
、

「
少
室

山

の
孫

思
遡
処

士

は
道

高
く

徳

重

し
。
必

ず

能

く

弟

子

の
禍
を

脱

せ

ん
。

則
ち

雨

立

ち
ど

こ

ろ
に
致

す

べ
し
」
と

。

玄

照

曰
く
、

「
貧
道

孫

処
士

の
山

に
在

る
を

知

る
な
り

。
而

る

に
其

の
行

ふ
所

を
知

ら

ず

。
又

た
何

ぞ

此

の
若

き

や
」

と

。
三
翌

曰
く

、

「孫

公

の

あ
ら
は

わ
た

仁

、
診

度
す

べ
か
ら
ず

。

『
千
金

翼
方
」

を
着

し

、
恵

利

万

代

に
済
り

、

し
る

も

名

已

に
帝

宮

に
籍

さ
る

。
誠

に
貴

真

為

る
な

り

。
如

し

一
言

も

て
救

庇

せ
ら

る
れ
ば

、
当

に
圭
心
無
き

を
保

つ
べ
し

。
但
だ

長
老

先

、つ
之

と
約

せ
。

つ
な
は

如

し
其

れ
許

諾

せ
ら

る
れ
ば

、
即

便
ち

依
り

奉

ら
ん
」

と
。

即
ち

抵
護

の

方

を
以

て
、

玄
照

に
授

く
。
い
た

玄
照

思
遡

の
居

る
所

に
詣

り

、
懇
誠

砥

謁
し

、
情

礼

甚

だ
謹

し
む

。

坐

定

ま
り

之
を
久

し

く
し

て
、

乃
ち

曰
く

、
「
処

士

賢
哲

の
度

を
以

て
、

そ
だ

が
う
が
う

済

抜
を

心
と

為
す

。
今

は
⊥几
陽

に
し

て
、
寸

苗
も

植

た
ず
、

吸
傲

た

る
百

オ
か

姓

、
焦

枯
す

る

こ
と
此

の
若

し

。
仁
哲

の
用

、

固
よ
り

今

に
在
り

。
幸

は

き

け
ん

く

は

一
た
び

恩
を

開
き

、
以

て
危

漱
を

救

は
ん

こ
と
を

」
と

。
思

迦

曰
く

、

「僕

は
之

堪

ふ

る
無

く

、
山

野

に

遁

棄

す

る

に
、
何

の
功

力

を

以

て
、

す
く

い
や
し

を

人

を

済

ふ

や

。
荷

く

も
施

す

べ
き

有

ら

ば

、
固

よ

り

恪

し

む
所

無

し
」

と

。
玄

照

曰
く
、

「
貧
道

昨

に

三
竜

に
遇

ひ
、
其

れ
を

し

て
雨
を

致

さ
し

む
。

皆

云

ふ
、

「上
帝

の
命

を
奉

ら

ず
、

檀

に
雨
を

行

ふ
は
、

諌
罪

軽
き

に
非

ず

。
唯

だ

処
士

は
徳

尊

く

し

て

功

大

な

れ

ば
、

之

を
救

は

ば
則

し

さ
い
た
く

ね
が

ち
免

る
」

と
。

特

に
腹
心

を
布

け
ば

、
仰

ぎ

て
裁
度

を
希

ふ
」

と

。
思
遡

曰
く

、

「但

だ
施

設

す

べ
く

ん
ば
、

僕

惜

し
む

所
無

し

」
と

。
玄

照
曰
く

、

あ
め
ふ

「
既

に
雨

る

の
後

、
三

竜

罪

を

避

け
、

処

士

の
後

沼

の
中

に
投

じ

て
以

ざ
トを
 

て
隠

る
。
当

に
異
人

有

り

て
之

を
捕

ら

ふ

べ
し
。
処

士

喩

し

て
之

を
遣

ゆ
る

ら
ば

、
必

ず
罪

を
釈

さ

る
る
を

得

ん
」
と

。

思
遡

之
を

許
す

。

玄

照

帰

り

、
三
嬰

を
道

左

に
見

る
。

玄
照

思
逸

の
旨

を
以

て
之

に
示

す
。

三
嬰

一
日

一
夜

に

し

て
、
千

里

雨

足

ら

ん

こ
と

を

約

す
。

是

に

於

い
て
期

の
如

く

し

て
汎

瀧

し
、
沢

甚

だ
広

く
被

る
。

翌

日
、
玄

照

来た
だ

り

て
思

遡

に

謁
す

。
対

語

の
際

、

一
人

の
骨
状

殊

に

異
な

る

有

り
。
径

い
ん

あ

ち

に
後

沼

の
畔

に
往

き
、

暗
唖

叱

咤

す
。

斯
須

に
し

て
、
水

結

び

て
氷

と
為

る

。
俄

か
に

し

て
三
獺
有

り
、

二
蒼

一
白

、
池

よ

り
し

て
出

づ
。
此

け
つ
き
よ

の
人

赤
索
を
以
て
之
を
繋
ぎ
、
将
に
摯
去
せ
ん
と
欲
す
。
思
逸

召
し
て
サ
ご
き

謂

ひ

て
曰

く
、

「
三

物

の
罪

、
死

す

る
も

以

て
贈

ふ
無

し
。

然

れ
ど

も
昨

に
命

を

檀

に

せ
し

は
、

是

鄙

夫

の
意

な
り

。
幸

は

く
は

之

を
脱

せ

ん

こ

ね
が

ゆ
る

と
を

望

ひ
、
兼

ね

て
此

の
誠
を

以

て
上
達

し
、

其

の
重
責

を
恕

さ

ん

こ
と

を
」

と

。
此

の
人

教

へ
を
受

け
、

登
時

に

し

て
便

ち
解

き

て
之
を
釈

し

、

索
を

携

へ
て
去

る

。

有

頃

に

し

て
、
三

隻

謝

を

思

逸

に
致

し

、
酬

ゆ

る
所

有

ら

ん

こ
と
を

願

ふ
。

孫

曰
く

、
「
吾

は

山
谷

の
中

に

し

て
、
用

ふ
る
所

の
者

無

し
。
報

も
ち

い
た

い
を

為
す

を
須

ひ
ず

」
と

。

回
り

て
玄
照

に
詣

り

、
力
を

陳

べ

て
効

を
致

の
う

か

さ

ん

こ
と

を
願

ふ
。
玄
照

曰
く

、

「
山
中

一
食

一
柄

、
此

の
外

閾

く

る
無
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し
。
酬

ゆ

る
を
須

ひ
ざ

る
な

り
」

と
。

三
隻

再

び
請

を
為

す
。

玄
照

因

り

て
言

ふ
、

「
前

山

路

に
当

た
り

、
往

来

に
便
な

ら
ず

。
之

を
却

く

る
は

ま

こ

レ
 

可

な

る

や
否

や
」

と
。

三
聖

曰

く
、

「
固

に

是

小

事

な

る

の
み
。

但

だ

風

雷
を

以

て
責
を
為

す

勿

か
れ

、
即
ち

之
を

為
す

べ
し
」
と

。
是

の
夕

べ
、

雷

震

震
撃
あ

り

。
暁

に
及

び

て
開
霧

す
れ

ば
、
寺

前

諮
然

と

し

て
、

数

里

掌

の
如

し
。

三
翌

復
た

来

た
り
、

謝
を

告
げ

て
去

る
。

思
迦

は
至

道

に
し

て
、
其

の
報

い
を

求

め
ざ

る
は

、
尤
も

奇
特

為
り

。

〔語
注
〕

○

程
玄

照

未
詳

。
○

嵩
山

白
鵠

谷

嵩
山

は
河

南
省

登
封

県

の
北

に
あ

る
名
山

。

五
岳

の
中
岳

。
白

鵠
谷

は
嵩

山

に
あ

る
谷

の
名
と

思

わ
れ

る
が

、

未

詳
。

○
維

流

僧
侶

。
○

近
寒

氷

が
凍

り
付

い
て
溶
け

な

い
程
寒

い

こ
と
。

○
諦

魏

は

っ
き
り

と
聞

く

こ
と

。
○
葱

陽

時
候

が
狂

い
、

異

常

に
暑

く

な

る

こ
と
。

『春

秋
」

昭
公

四
年

「
左

氏
伝

」

に

「其

藏

之

也

周

、
其

用
之

也
遍

、
則
冬

無

葱
陽

、
夏

無
伏

陰
、

春
無

凄
風

、
秋

無
苦

雨

、

雷

出

不
震
、

無
苗

霜
電

、
癌

疾

不
降
、

民

不
天
札

。
」

(其

の
之
を

蔵
す

る

や
周
、

其

の
之
を

用

ふ
る

や
遍

な
ら
ば

、
則

ち
冬

に
葱

陽
無

く

、
夏

に
伏

陰

無

く
、

春

に
凄

風

無

く
、
秋

に
苦

雨
無

く

、
雷

出

で
て
震

せ

ず
、

苗

霜

電
無

く
、
癌
疾

降

ら
ず

、
民

夫

札
せ

ず
。
)
と

あ
り

、
杜

預
注

に

「
葱

、

あ
や
ま

過

也
。

謂
冬

温
也

。
」

(葱

は
、
過

つ
な

り
。
冬

に
温
か

き
を

謂

ふ
な
り

。
)

と

あ

る
。
○

身
首

体

と
首

。

「新

序
」

「
善

謀
」

上

に

「身

首
分

離
、

暴

さ
ら

骨

草
澤

。
」

(身
首

分
離

し

、
骨
を

草

沢

に
暴
す

。
)
と

あ

る
。

こ

こ
で
は

体

と
首

が
離

れ

る

こ
と

、
す

な

わ
ち
斬

首

さ
れ

る

こ
と

を
言

う

か
。
○

少

室

山

河
南

省
登

封
県

の
北

方

に
あ
り

、

五
岳

の

一
つ
で
あ

る
中
岳

嵩

山

の
西

峰

。
太
室

山

の
西

に
位
置

す

る
。
孫

思
逸

は

こ

の
山

の
薬

堂
峰

に
隠

居

し
た
と

い
う

。
○

孫
思

逸

?
～
六

八

二
。

初
唐

の
医
者

、
道
士

。
若

い
頃

か

ら
老
荘

を
初

め
諸

家

の
説

に
通

じ

て

い
た

が
、
仏

典
を

最
も

好

ん

だ
と

い
う

。
階

の
文

帝
、

唐

の
太
宗

、
高

宗

が
官
職

を
授

け

よ
う
と

し

た

が
受

け
ず

、
太

白

山
な
ど

に
隠

棲

し
た

が
、
高

宗

の
時

に
は
鄙

陽
公

主
邑

を
賜

っ
て
そ

こ
に
住

ん
だ

こ
と

も
あ

る

。
彼

の
著
作

と

し

て
は

「
千
金
翼

方
』

「千

金
要

方
』

の

二

つ
の
医

書

が
有

名

で
あ

り

、
後

世

に
大

き

な
影

響
を

残

し

て

い
る

が
、
他

に

「老
子

』
と

「荘

子
」

の
注

釈
書

も
著

し

て

い
る
。

現
在

、
陳

西

省
耀

県

の
薬

王

山

に
彼

を

祀

っ
た

廟

が
あ

る
。

『酉

陽
雑

姐
」

前
集

巻

二

「
玉

格
」

に
は
、
孫

思
逸

が
終

南

山

に
隠

棲

し

て

い

た
折

に
僧

侶

の
宣
律

和
尚

と
交

流

が
あ

っ
た

こ
と

、
ま

た
竜

の
脳
を

奪

お

う
と

す

る
胡
僧

が

日
照
り

を
招

い
た
際

に
は
、

竜

か
ら
胡

僧
退

治

の
依
頼

を
受

け

た
孫
思

遡

は
竜
宮

秘
伝

の
薬

方
を

要
求

、

そ

の
力

に
よ

っ
て
胡
僧

を
退

け

て

「千

金
方

』

三
千
巻

を
著

し

た

こ
と

が
記

さ

れ

て

い
る

。
○
庭

士

仕
え

な

い
で
ま

だ
民

間

に
あ

る
者

に
対
す

る
尊

称

。
○

「千
金

翼
方
』

唐
初

の
孫

思
迦

の
撰

し
た

医

書
。

三
十

巻

。

「
千
金

要
方

」

を
補

翼

す

る

も

の
と

し

て
編

纂

さ
れ

た
。

「
千
金

要
方
』

よ

り
も
道

教

的
色

彩

が
強
く

、

各

書

に
道

方
由

来
と

思
わ

れ

る
処
方

例

が
載

せ
ら

れ

て

い
る
。
「
孫

思
遡

」

注

に
引
く

「酉

陽
雑

姐
』

の
話

を
参

照

。
○
充

陽

日

照
り

。
○
傲

傲

大
勢

で
哀

し
げ

な

声

を
出

す

さ

ま
。
○

危

歎

「
漱

」
は

穀
物

が
実

ら

な

い
こ
と

。

こ
こ

で
は
飢
鯉

の
こ
と
。

○
腹

心

真
心

、
衷

心

。
○
裁

度

い
ん
を

程

よ
く

は

か

る
。

○
暗

唖

「暗

嚥
」

に
同

じ
。
怒

気

を
含

ん

で
声
高

く

叫

ぶ

こ
と

。
○

蒼

灰
白

色

。
白
髪

ま

じ
り

の
頭
を

「蒼

髪
」

と

言
う

よ
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う

に
、

こ
こ
で

は
歳
を

と

っ
て
毛

の
色

が
薄

く
な

っ
た

こ
と

を
言
う

か
。

○

柄

僧
衣

。
○
諮

然

か
ら
り

と
開

け

る
さ
ま

。
○

「騨

仙
感

遇
傳

』

唐

末

五
代

の
道
士

杜
光

庭

(八

五
〇

～
九

三
三
)

が
著

し
た

神
仙

小
説

集

。

「宋

史

』
巻

二
百

五

「藝

文

志
」

は

十
巻

と

す

る

が
、

現
行

の
正
統

道

蔵

本

は

五
巻

し
か
な

い
。

明

・
李
木
{
「道

蔵

目
録
詳

註
』

巻

二
も

五
巻
と

す

る

の
で
、
道

蔵

が
編
ま

れ

た
明
代

に
は
既

に
五
巻

と

な

っ
て

い
た
よ
う

で

あ

る
。

こ
れ
に

つ
い
て

「
四
庫
全

書
総

目
提

要
』

巻
百

四
十

七

「
子
」

部

「道

家

類
存

目
」

で
は

「
此

本
凡

七
十

五
條

。
然
第

五
巻
末

、
尚
有

閾
文

。

不

知

凡
供

幾

條
也

。
」

(此

の
本

凡

そ

七
十

五
條
。

然

れ
ど

も
第

五
巻

の

末

に
、
尚

ほ
閾

文

有

り
。
凡

そ

幾
條

を

秩

す

る

か
を
知

ら
ざ

る

な
り

。
)

と

、
巻

五

の
最
後

に
閾

文

が
あ

る

こ
と

か

ら
、
巻

六

か
ら
巻

十
ま

で
の
後

半

五
巻

分

が
失
わ

れ

て
し
ま

っ
た

の
で
は

な

い
か
と
説

明

さ
れ

て

い
る
。

な

お
、

こ
の
話

は
現
行

本

に
は
収

め

ら
れ

て

い
な

い
。

〔訳
文
〕

釈
玄

照

は
嵩
山
白

鵠

谷

で
道
を

修

め

て

い
た
。

そ

の
節
操

や
行

い
が
慎

み
深

い
こ
と

は
、

僧
侶

の
中

で
も

最
上

で
あ

っ
た

。

い
つ
も

『法

華
経

』

を

千

回
講
じ

、

そ
れ

に
よ

っ
て
人

々
を

救

い
た

い
と
願

っ
て

い
た
。
玄

照

が
山
中

で
講

義
を

行
う

と
、

ど

ん
な

に
寒

か

っ
た

り
暑

か

っ
た
り

し

て
も

、

山

が
険

し
く
奥

深

く

て
も
、

来

る
者

で

い

つ
も
講

莚

は

一
杯

で
あ

っ
た

。

あ

る
時
、

眉
も

髭
も

真

っ
白

な
老
爺

が

三
人
現

れ

た
。
容

貌

は
立
派

で
、

慎

み
深

く
耳

を
す

ま

し

て

い
た

。

こ
う

し

て
何

日
も
経

ち
、

玄

照
は
た

だ

者

で
は

な

い
と

思

っ
た
。
突

然

あ

る
朝

、
老

爺

達

は
玄

照

に
拝

謁

し

て

言

っ
た
。

「
私

ど
も

弟

子

は
竜

で
ご
ざ

い
ま
す

。

そ
れ

ぞ

れ

に
任
務

が

有

り
ま

す

が
、
苦

労
を

重
ね

る

こ
と
、

は

や
数
千

百
年

と

な
り
ま

し

た
。
和

尚

よ
り
仏

法

の
力
を

聞
く

こ
と

が

で
き
ま

し

た
が

、
お

返
し
を

す

る
す

べ

が

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
ど
う

か
長

老

に
お
示

し

い
た
だ

き

、
微
力

を

尽
く

し

た

い
と
思

う

の

で
す

が
。
」
玄

照

は

「
今

異
常

な

天
候

が
長
く

続

い
て
お

り
、

国
内

に
は
酷

い
飢
鯉

が
起

こ

っ
て
お
る
。

恵

み

の
雨
を
降

ら

せ

て
万

物

を
救

う

こ
と

、

そ
れ

こ
そ

が
拙

僧

の
願

い
で
あ

る
。
」
と

言

っ
た
。

三

人

の
老
爺

は

「
雲
を

呼
び

雨
を

降

ら
せ

る

の
は
、
も

と

よ
り
些

細

な

こ
と

。

さ

れ
ど

雨

に
関

す

る
禁
令

は
大

変
重

く

、
命
令

を
受

け
ず

に
勝

手

に
雨
を

降

ら
せ

れ
ば
、

罰

せ
ら

れ

て
た
だ

で
は
済

み
ま

せ

ぬ
。
首

を
斬

ら

れ

る
恐

れ
も

ご
ざ

い
ま

す

。
試

み
に
あ

る
計

略
を

お
話

し
致

し

ま
す

の
で
、
ど
う

か

お
聞
き

入

れ

い
た
だ
き

た
く

思

い
ま
す

。
長

老

に
は
従

っ
て

い
た
だ

け

ま
す

で
し

ょ
う

か

。
」
と

。
玄

照

「
話
を

聞

こ
う

で
は
な

い
か

。
」

三
人

の

老
爺

「少

室
山

の
孫

思
逸

処
士

は
有

道
高

徳

の
御
方

。
き

っ
と

私

ど
も
弟

子

の
禍
を

除
く

こ
と

が

で
き

る

で
し

ょ
う

。

さ
す

れ
ば

す
ぐ

に
も

雨
を
降

ら

せ
ま

し

ょ
う

。
」
玄

照

「
拙

僧

は
孫

処

士

が
山

に
居
ら

れ

る

こ
と

は
存

じ

て
お

る
が
、

い
か
な

る

こ
と

を
行

っ
て
お

ら
れ

る

の
か
は
存

ぜ

ぬ
。
ど

う

し

て
そ

の
よ
う

な

こ
と

が

あ

る

の
か
。
」

三

人

の
老
爺

「
孫
公

の
仁

は

計

り
知

れ

ま

せ

ん
。

『千

金

翼
方

』

を
著

さ

れ
、

そ

の
も

た

ら
す

恵

み

は

万
代

に
も

渡

る
も

の
。
あ

の
御

方

の
名

は
既

に
天
界

の
宮

殿

の
名
簿

に
も

記

さ
れ

て
お
り

ま
す

。
ま

こ
と

に
尊

き
御

方

で
あ
り

ま
す

。
も

し
あ

の
御

方

が

一
言

で
も

か
ば

っ
て
下

さ
れ
ば

、
き

っ
と

何
事

も

な
く
済

ま

せ
ら

れ

ま
す

。
長

老

に
は
ど

う

か
ま
ず

あ

の
御
方

と
約

束
を

し

て
お

い
て

い
た
だ

き

た

い
。
も

し
お
引

き
受

け

い
た
だ

け

れ
ば
、

す
ぐ

に
も

御
依

頼

の
通
り
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致

し
ま

し

ょ
う

。
」
そ

し

て
助

か

る
方
法

を
玄

照

に
教

え
た

。

玄
照

は
思

遡

の
居

る
所

に
行
き

、
懇

ろ
に
慎

み
深
く

拝
謁

し

、
心

か
ら

礼

節
を

尽
く

し
た

。
座

席

が
定
ま

っ
て
し
ば

ら
く

す

る
と
、

玄
照

は

「
処

士

は
賢

明
な

る
智

慧
を

以

て
人

々
を
救

う

こ
と
を

念
願

と

し

て
お
ら

れ
ま

す

。
今

、

日
照
り

に

よ

っ
て
わ
ず

か
な

苗
も

育
た

ず

、
哀

し
げ

な
声
を

あ

げ

る
民

草

は
、

か
く
も

枯

れ
果

て

て
し
ま

っ
て
お
り
ま

す
。

あ

な
た

の
仁

愛

と
智

慧
を

用

い
る

の
は
ま

さ

に
今
。

ど
う

か

一
た
び

恩
を

施

さ
れ
、

飢

饒

を

お
救

い

い
た
だ

き

た

い
。
」

と
言

っ
た

。
思
迦

は

「
私

め

は
世

に
堪

え

ら

れ
ず

に
山
野

に
逃

れ
ま

し

た

の
に
、
如

何
な

る
力

に
よ

っ
て
人

々
を

救

う

こ
と

が
で
き

ま

し

ょ
う

や

。
も

し
恩
を

施
す

こ
と

が

で
き

る

の
で
あ

れ
ば

、
も

と

よ
り

惜

し

ん
だ

り

な
ど

い
た

し
ま

せ

ん
。
」

と
言

っ
た
。

玄

照

「
拙

僧

は
以
前

三
頭

の
竜

と
出

会

い
、
彼

ら

に
雨
を

降

ら
せ

る
よ
う

に

言

い
ま

し
た

。
彼

ら

は

「上

帝

の
命

を

受

け
ず

に
勝
手

に
雨

を
降

ら

せ
る

の
は
、

軽

い
罪

で
は
あ

り
ま

せ

ん
。
孫

処
士

だ
け

が
尊

い
徳

と
大

い
な

る

功

績
を

持

っ
て
お
ら

れ
る

の

で
、
あ

の
方

が
お
救

い
下
さ

れ
ば
許

さ

れ
ま

し

ょ
う

。
』

と
申

し

て
お

り
ま

し

た
。
特

に
我

が
衷

心

を
申

し

上
げ

ま

し

た

故

、
よ

ろ

し
く

お
考

え

い
た
だ

き

た

い
。
」

思
逸

「も

し

で
き

る

こ
と

が
あ

る

の

で
し

た
ら

、
私

め

は
惜

し

ん
だ

り

な

ど

い
た

し
ま

せ

ん
。
」

玄

照

「
雨

が
降

っ
た
後

、

三
頭

の
竜

が
罪

を
避

け

て
、
処

士

の
お
宅

の
裏

の

沼

に
潜

っ
て
身
を

隠

し
ま
す

。

そ
う

す

る
と

、
き

っ
と

異
人

が
彼

ら
を

捕

ら

え

に
来
ま

す
。

処
士

が

そ

の
異

人
を

諭

し

て
帰

ら

せ
た
な

ら
ば

、
き

っ

と

罪
を

許

さ
れ

る

こ
と

が

で
き

る

で
し

ょ
う

。
」

思
遡

は
承

諾
し

た
。

玄
照

が
帰

る
と

、
道

の
左

側

に
三
人

の
老

爺

が

い
た
。
玄

照

は
思
遡

の

言
葉

を
彼

ら

に
伝
え

た
。

三

人

の
老

爺

は

一
昼

夜

で
千

里

に
雨
を
行

き
渡

ら

せ
る

こ
と
を

約
束

し

た
。

そ
し

て
約
束

し

た
期

日

の
通
り

に
雨

が
降
り

注
ぎ

、

そ

の
恩

沢

は
広
く

行
き

渡

っ
た

。
翌

日
、
玄

照

が

や

っ
て
来

て
思

遡

に
拝
謁

し

た
。
向

か

い
合

っ
て
話

し

て

い
る
と

、

一
人

の
骨

格

が
尋
常

で
な

い
者

が
現

れ

た
。
ま

っ
す

ぐ
裏

の
沼

の
畔

に
往

き

、
怒
気

を
含

ん
だ

声

で
叱
り

つ
け

た

。
し
ば

ら
く

す

る
と

、
沼

の
水

が
凍
結

し

て
し

ま

っ
た
。

突
然

、
灰

色

が

二
匹

に
白

が

一
匹
、

あ

わ
せ

て
三

匹

の
川
獺

が
池

か
ら
出

て
き

た

。

こ
の
人

は
赤

い
縄

で
川
獺

達
を

縛
り

上
げ

、
連

れ
去

ろ
う

と

し

た
。

思

逸

は

こ

の
人

を

呼

ん

で
、

「
こ

の
三

匹

の
罪

は
、

死

を
以

て
し

て

も
贈

う

こ
と

は

で
き

ま

せ
ん

。
さ
り

と

て
先

に
勝
手

な

こ
と
を

し

た

の
は
、

私

め

の
考

え
な

の
で
す
。

ど
う

か
彼

ら

の
縄
を

解
き

、
併

せ

て
我

が
誠
心

を

天
帝

に
お
伝

え

い
た
だ

い
て
、
彼

ら

の
重

い
罪
を

お
許

し

い
た

だ
き

た

く

思

い
ま

す
。
」

と

言

っ
た

。

こ

の
人

は
思

逸

の
言

葉

を
受

け

、
す

ぐ

に

縄
を

解

い
て
川
獺
達

を
放

し

、
縄
を

持

っ
て
帰

っ
て

い

っ
た

。

し
ば

ら
く
す

る
と

、

三
人

の
老
爺

は
思

遡

に
礼
を

言

い
、
恩

返

し
が

し

た

い
と
申

し
出

た

。
思
遡

は

「
私

は
山
住

ま

い
な

の

で
、
何
も

要

り
ま

せ

ん
。

御

礼
な

ど

必
要

あ

り

ま

せ

ん
。
」
と

答

え

た
。
老

爺

達

は
玄

照

の
所

に
行

き

、
自
分

達

の
力
を

尽
く

し

た

い
と

願

っ
た

。
玄

照
は

「
山

中

に
て

一
度

の
食
事

と

一
着

の
僧

衣

、

こ
の
外

に
必
要

な
も

の
な
ど

ご
ざ

ら
ぬ

。

御
礼

な

ど

必
要

ご
ざ

ら

ぬ
。
」
と

答

え

た
。

三
人

の
老

爺

は

更

に
頼

み
込

ん
だ

。
玄

照

は
そ

こ

で

「
我

が
寺

の
前
方

の
山

は
道

が
突

き
当

た

っ
て
お

り
、

交
通

に
不

便

で
あ

る
。

こ

の
山

を
ど

か

せ
る

こ
と

は

で
き

る
だ

ろ
う

か
。
」
と

言

っ
た

。

三
人

の
老

爺

は

「
実

に
些

細

な

こ
と

で
す

。
た

だ

し
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風

や
雷

の
こ

と

で

お
叱

り

に
な

ら

れ
ま

せ

ぬ

よ
う

。

す

ぐ

に
も

や
り

ま

し

ょ
う
。
」
と

言

っ
た

。

そ

の
晩

、

雷
鳴

が
鳴

り
響

い
た

。
夜

が
明

け

て

明

る
く

な

っ
て
み
る
と

、
寺

の
前

は

か
ら
り

と
開

け

、
数
里

先
ま

で
手

に

取

る

よ
う

に
見
え

た
。

三
人

の
老

爺

が
再
び

や

っ
て
来

て
、

御
礼

を
言

っ

て
去

っ
て
行

っ
た
。

思
逸

は
至

上

の
道
を

体
得

し

な
が

ら
も

、
竜
を

助

け
た
礼

を
求

め
な

い

と

は
、

と
り

わ
け

優

れ
た
者

で
あ

る
。

0

18

「
王
景

融
」

〔本
文

〕

唐
前
侍

御

史
王

景
融

、
瀬

州
平

箭
人

也

。
遷

父
露
枢

就
洛

州

、
於
境

道

掘

着
龍
窟

。

大
如

甕

口
。
景

融
傭

而
観

之

、
有
氣

如
煙

直
上

、
衝

其

目
。

遂

失
明

、
旬

日
而

卒
。

(出

「朝

野
倉
載

』
)

〔訓
読
〕なごき

唐
の
前

の
侍
御
史
王
景
融
は
、
漸
州
平
紆
の
人
な
り
。
父
の
霊
枢
を
遷

え

ん

だ

モつ

し

て
洛

州

に
就
き

、
堪

道

に
於

い
て
掘

り

て
竜
窟

に
着

く
。

大

な
る

こ
と

甕

の
口

の
如

し
。

景
融

傭

し

て
之

を

観

れ
ば

、
気

の
煙

の
如

く

し

て
直

ち

に
上

る
有

り
、

其

の
目
を

衝
く

。
遂

に
明

を
失

ひ

、
旬

日
に

し

て
卒

す

。

〔語
注
〕

○

侍
御

史

唐
代

、
検

察
及

び
裁

判

の
監
督

、
百

官

の
非
違

の
摘

発
を

行

う

中
央

官
庁

で
あ

る
御

史
台

の
第

三
位

の
官

で
、

品
第

は
従

六
位

下
。

定

数

は

四
。
○

王
景

融

未
詳

。

両

『唐

書
』

に
は
見
え

な

い
。
○

海
州

平

野

今

の
河

北
省

大
城

県
。

○
洛

州

東
都

洛
陽

を
含

む
郡

。
後

に
河

南

府
と
改
称
。
『新
唐
書
』
巻
三
十
八

「地
理
志
」
「河
南
道
」
に

「河
南
府

も

レ
 

河
南

郡

、
本
洛

州

、
開

元
元
年

爲
府

。
」

(河
南

府
河

南

郡
は

、
本
洛

州

、

開
元

元
年

府

と
為

す
。
)

と
あ

る
。

○

挺
道

墳
墓

の
墓

室

に
繋

が

る
墓

道
。

○
旬

日

十

日
間

。
○

『朝

野

倉
載

」

六
巻

。

初
唐

か
ら

盛
唐

の

張
驚

(
六

五
八

～

七

三
〇

)
が

編
纂

し
た

小
説

集

。

「新

唐

書
』

巻

五
十

八

「
芸
文

志

二
」

に

二
十

巻
と

あ

る
が

既

に
供

し

て
お

り
、
今

日
見

ら

れ

る
も

の
は

一
巻

本
と

六
巻

本

の

二
系

統

に
大
別

さ

れ
る

。
階

か
ら
唐

の
開

元
年

間

(七

=

二
～
七

四

一
)

に
至

る
ま

で
の
朝

野

の
見

聞

、
逸
話

を
記

し

て
お
り

、
特

に
武

后
朝

の
記
事

が
多

く

収

め
ら

れ

て

い
る
。
な

お
張
鷺

は

「
遊
仙

窟
」

の
作

者
と

し

て
も
知

ら

れ

て

い
る

。

こ
の
話

は
六
巻

本

の

巻

五
に
収

め

ら
れ

て

い
る
。

〔訳

文
〕

唐

の
元
侍
御

史

王
景
融

は

、
瀬
州

平
箭

の
人

で
あ

る

。
父

の
棺
を

洛
州

に
改

葬

し
た
折

、
堤

道
を

掘

っ
て

い
て
竜

の
穴

を
掘

り
当

て
た
。
大

き

さ

は
甕

の
口
く

ら

い
で
あ

っ
た

。
景
融

が
う

つ
伏

せ

て

の
ぞ
き
込

ん

で

み
る

と
、

煙

の
よ
う

な
気

が
真

っ
直

ぐ

に
立
ち

上
り

、

目

に
入

っ
て
し

ま

っ
た
。

そ
う

し

て
目

が
見
え

な
く

な
り

、
十

日

ほ
ど

し

て
死
ん

で
し
ま

っ
た
。

0

19

「凌

波
女

」

〔本

文
〕

玄

宗
在

東
都

、
書

寝
於

殿

。
夢

一
女

子
容
色

濃
艶

、
硫

交
心

讐

。
大
被

廣
裳

、

拝
於

林

下

。
上

日

、
「
汝

是
何

人
。
」

日
、

「
妾

是
陛

下
凌

波
池

中

龍
女

、
衛

宮
護

駕

。
妾
實

有
功

。
今

陛

下
洞
曉

鉤

天
之
音

、
乞

賜

一
曲

、
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以

光
族

類
。
」
上

於
夢

中
爲
鼓

胡

琴
、
拾

新
奮

之

聲
爲

「
凌

波
曲

」
。
龍

女

再

拝
而

去
。

及
寛

、
蓋

記

之

。
因

命

禁

樂
、
自

(自

字

原
閾

。
掻

明

紗

本

補
。
)

與

琵

琶
、

習
而

翻
之

。
遂

宴
從

官
於

凌
波

宮

、
臨
池

奏
新

曲
。

池
中

波
濤

湧

起

復
定

、
有

神
女

出
於

波
心

。

乃
昨
夜

之
女

子
也

。
良

久
方

没

。
因
遣

置

廟

於
池

上
、
毎

歳

祀
之

。

(
出

「逸

史
」
)

〔訓
読
〕

ち
よ
う
え
ん

玄
宗

東
都
に
在
り
、
昼
に
殿
に
寝
。
夢
に

一
女
子
の
容
色

濃
艶
に

す

し

て
、

交
心

讐
を

硫
く

あ
り

。
大

岐
広

裳

に
し

て
、
林

下

に
拝
す

。
上

日

い
つ

わ
れ

く

、

「汝

は
是

何

れ

の
人

か
」
と

。

曰
く

、
「
妾

は
是

陛

下

の
凌

波
池

中

の
竜

女

に

し

て
、
宮

を
衛

り

駕

を
護

る
。
妾

実

に
功

有

り

。
今

陛

下

か
が
や

鈎

天

の
音

に
洞

暁

す

れ

ば
、

一
曲

を

賜

り

て
、
以

て
族

類

を
光

か

し

め

ん

こ
と
を

乞

ふ
」

と

。
上

夢

中

に
於

い
て
為

に
胡

琴

を

鼓

し
、
新

旧

の

声

を
拾

ひ

て

「
凌

波
曲

」
と

為
す

。
竜

女

再
拝

し

て
去

る
。

覚
む

る

に
及
び

、
尽

く
之

を
記

す
。

因
り

て
禁

楽

に
命

じ
、
自

ら
琵

琶

を

与

に
し
、

習

ひ

て
之

を
翻

す

。
遂

に
従
官

を
凌

波
宮

に
宴

し

、
池

に
臨

み

て
新
曲

を
奏

す

。
池

中

の
波

濤

湧

起

し

て
復

た
定

ま

り
、
神

女

の
波

コ

ま

じ

ま

 
ヒ

心

よ
り

出
つ

る
有

り
。

乃
ち

昨
夜

の
女

子

な
り
。

良

や
久

し
く

し

て
方

め

て
没
す

。
因

り

て
廟
を

池
上

に
置

か

し
め

、
毎

歳

之

を
祀

る
。

〔語
注
〕

○

玄
宗

六

八

五
～
七

六

二
、
在

位
七

一
二
～
七

五

六
。
姓

は
李

、
名

は

隆

基
、

唐

の
第
六

代
皇

帝
。

章
氏

の
乱

を
収

め

て
父
容

宗
を

重
酢

さ

せ
、

二
年
後

の
七

一
二
年

に
二
十

八
歳

で
即

位

、
年
号

を
先

天
と

し

、
翌
年

に

は
開

元

(七

=

二
～
七

四

一
)

と
改

め

た
。
数

々
の
改
革

に
着

手

し

て
開

元

の
治
と

呼
ば

れ

る
繁
栄

を
も

た

ら
し

た
が
、

天
宝

年

間

(七

四

二
～
七

五
六

)

に
な

る
と
楊

貴
妃

を
溺

愛
す

る

な
ど

し

て
政

治
を

怠
り

、

つ
い
に

安
史

の
乱

に
よ

っ
て
都
を

追

わ
れ

る
。
至

徳

二
年

(七

五
七
)

に
は
息

子

粛
宗

に
迎

え

ら

れ

て
上
皇

と

し

て
長

安

に
帰

還
す

る
が

、
親

子

不

和
と

な

っ
て
憂

悶

の
内

に
七

十

八
歳

で
病

死
。

文
学

や
音

楽

を

好

み
、

「
梨

園

弟
子

」

の
故
事

は
有

名
。

彼
と

楊
貴

妃
と

の

ロ
マ
ン

ス
は
白
居

易

「
長
恨

歌
」

な
ど

、
様

々
な
形

で
人

口

に
謄

衆

し

て

い
る

。
○
東

都

西

の
長
安

に
対

す

る
、
副

都
洛

陽

の

こ
と

。
0

穰
艶

あ

で
や
か

な

こ
と

。

0
交
心

髪

女
性

の
髪

型

の

一
種

か

。

こ
の
話

は
宋

・
楽
史

「楊

太
真

外
伝

」
巻

上

に
も
載

せ

ら
れ

て
お
り

、
前

野
直

彬
氏

は

「
楊
太

真
外

伝
」

に
注

し

て

「
交

心

讐

女

性

の
髪

の
結

い
か

た

の

一
種

。
」
と

い
う

(
『六

朝

・
唐

・

宋

小
説

選
」

中

国
古

典

文

学
大

系

平

凡
社

一
九

六

八
年

)
。
○

大

破
廣

裳

「
岐

」
は
袖

無

し

の
衣
、

「
裳
」

は
も

す

そ
。
着

物

の
腰

か
ら

下
。
上

下
と

も

に

ゆ

っ
た
り

し

た
服
を

着

て

い
る

こ
と

を
言

う

か
。
○

凌
波

池

.

凌
波

宮

と
も

に
洛

陽

の
宮
城

内

に
在

る
と
思

わ

れ
る

が
、

両

「唐

書
」

に
見

え

な

い
た
め

、
未
詳

。
後

述
す

る
長

安

の
竜
池

は

側

に

「
竜
池

殿
」

と

い
う
宮

殿

が
あ

っ
た

ら
し

い
。
前

掲

の
前
野

氏

の
注

に
は

「
凌
波

池

洛
陽

の
皇

城
内

に
あ

っ
た
池

。
」
と

あ

る
。
○
鉤

天
之
音

天

上

の
音

楽

。

『列

子
』

「
周
穆

王
」

篇

に

「王

實
以

爲
清

都
、

紫
微

、
鉤

天

、
廣
樂

、
帝

之
所

居

。
」

(王

実

に
以
為

へ
ら
く

清
都

、
紫

微

、
鉤

天
、
広

楽

は
、
帝

の
居

る
所

な

り
、

と
。
)
と

あ

る
。

○
胡

琴

形

は

琵
琶

に
似

て
、

胴
と

悼

は
竹

で
作

っ
た

二
弦

の
弦
楽

器
。

馬

の
尾

の
毛
を

張

っ
た
弓

で
弾

く

。
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俗

に
胡

弓
と

い
う

。
0

凌
波

曲

曲

の
名

。
「
竜
池

楽

」

に
同
じ

。

『楽

府

詩

集
』

巻
七

「
郊

廟
歌

辞
」

に

「
唐
享

竜
池

楽
章

」
十

章

が
載

せ
ら

れ

て

お
り
、

そ

の
解
題

に

こ

の

「逸
史
」

の
話

が
引
用

さ

れ

て

い
る

。
ま
た

玄

宗

が

こ

の

「
竜
池

楽
」
を
作

曲

し
た

こ
と

は
、

『新
唐

書
』
巻

二
十

二

「
礼

楽

志
」

に

「
初
、

帝
賜

第
隆

慶
坊

、
坊

南
之

地
攣

爲
池

。
中

宗
常

拒
舟

以

厭

其
祥

。
帝

即
位

、
作

龍
池

樂

。
舞
者

十
有

二
人

、

冠
芙
蓉

冠

、
蹄
履

。

備

用
雅

樂
、

唯
無

馨
。
」

(初

め

、
帝

第

を
隆

慶
坊

に
賜
り

、
坊
南

の
地

変

じ

て
池
と

為

る
。
中

宗

常

に
舟

を
乏

べ
て
以

て
其

の
祥

を
厭

す
。
帝

即

位

し
、

「竜

池
楽

」
を

作

る
。
舞

ふ
者

十

有

二
人

、
芙
蓉

冠
を

冠

し
、

履

を
蹄

む
。

雅
楽

を
備

用

し
、
唯

だ
馨

無
き

の
み
。
)

と
記

さ
れ

て

い
る
。

但

し

「新
唐

書
』

に
言

う

「
竜
池

」

は
長
安

に
在

り

、

こ
の
話
と

一
致

し

な

い
。

唐
享

竜
池
楽

章

に

つ
い
て
は
、

市

原
里
美

「
唐

享
龍

池
楽

章
訳

注

(
上
)
(下
)
」
(
「中

國
學

研
究

論
集
」

第

十
七

・
十

八
号

二
〇

〇
六
年

・

二
〇

〇

七
年

)
を

参

照

。
○

『逸

史
」

晩

唐

・
盧

肇

(八

二

〇

～
八

七

九

?
)

の
編

纂

し
た
小

説
集

。
も

と

三
巻
と

さ

れ
る

が
、
今

に
伝

わ

る

の

は

一
巻

本

の
み
。
神

仙

故
事

を
多

く
収

め

て
お
り

、

そ

の
中

に
は
多

少

の

民

問
伝

説
も

含
ま

れ

て

い
る
。

〔訳
文
〕

玄
宗

は
洛

陽

に
滞
在

し

て

い
た
折
、

宮
殿

で
昼

寝

し

て

い
た

。
す

る
と

夢

に
交

心
讐

を
結

っ
た

艶

や
か

な
容
貌

の
女

性

が
現

れ
た
。

女
性

は

ゆ

っ

た

り

し
た
服

装

で
、
寝
台

の
下

で
拝
礼

し
た

。
帝

が
「
そ
な
た

は
何

者

か
。
」

と

尋
ね

る
と

、

「
私
は
陛

下

の
凌
波

池

に
住

ま
う
竜

女

で
ご
ざ

い
ま

し

て
、

宮

殿
と

御
車

を

お
守
り

致

し

て
お
り
ま

す

。
私

に
聯

か
功
績

が
あ

り
ま

す

れ
ば

、
今

陛

下
は

天
界

の
音
楽

に
も

通
暁

し

て
お

ら
れ

る
と

の
こ
と

、
ど

う

か

一
曲

を
賜

り

、
我

が

一
族

を
輝

か

し
き
も

の
と

し

て

い
た
だ
き

と
う

存

じ
ま

す

。
」
と

言

っ
た
。
帝

は

夢

の
中

で
胡

琴
を

弾
き

、
古

今

の
音

楽

を
拾

い
集

め

て

「凌

波
曲

」
を

作
り

上
げ

た
。

す

る
と
竜

女

は
再
拝

し

て

去

っ
た

。

玄

宗

は
目

が
覚

め

て
も

、
曲

を
全

部
記

憶

し

て

い
た

。
そ

こ

で
禁

中

の

楽

団
に
命

じ

て
、
自

ら
も

琵

琶
を
手

に

し

て
、

何
度

も

繰
り
返

し
練

習

し

た
。

そ
う

し

て
従
官

達
を

凌
波

宮

に
集

め

て

一
席
設

け

、
池

に
向

か

っ
て

出

来

上

が

っ
た

ば

か

り

の
曲

を

演

奏

し

た
。

す

る
と

池

に
波

が

沸
き

上

が

っ
た

か
と

思
う
と

再
び

静
ま

り
、

波

の
中
心

か

ら
神
女

が
姿

を

現
し

た
。

何

と
昨

夜

の
女

性

で
あ

っ
た
。
女

性

は

暫

く

し

て

か

ら

や

っ
と

沈

ん

で

い

っ
た

。
そ

こ

で
池

の
畔

に
廟

を
建

立

し
、
毎

年
祭

祀
を

行

っ
た

。

(続

)

一兀
原
稿
製

作
者

・
編

集
担

当
者

◎

○
屋

敷

信
晴

項

青

○
福

本

睦
美

山

下

宣
彦

本
園

明

宏

(○

は
編
集

担
当

者

、
◎

は
編
集

責
任

者

)
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